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１． 目的  
 本調査は土壌及び森林のベースラインデータの確立及び酸性雨による生態系への影響を

早期に把握するため、大阪府の２森林において森林及び土壌モニタリングを実施する。  

 
２． 方法  
調査地点は堺市法道寺（黄色土、コジイ天然林）及び河内長野市天野山（褐色森林土、

ヒノキ人工林）において、調査・分析方法は環境省の「土壌・植生モニタリング手引き書」

(http://www.env.go.jp/earth/acidrain/man/soil_veget/index.html)基づき、2001 年度より
樹木衰退度調査（毎年）、森林総合調査（５年毎）、土壌調査（５年毎）を実施している。  

 
３． 結果および考察  
樹木衰退度調査で、樹勢、樹形、梢端の枯損、枝葉の密度などで異常と認められる基準

と判定されたのは、法道寺で 2001 年に調査木 20 本の内 2 本であったのが、徐々に増加し
2008 年には７本となった。しかし、これらの直接的要因は被圧又は穿孔性虫害と考えられ
た。天野山では衰退木は確認されていない。コジイ林の下層植生は 7 種で優占種はコシダ
で、ヒノキ林の方は 17 種（2007 年度調査では 24 種）で、優占種はヒサカキであった。  
土壌の化学分析の結果を第１表にまとめた。表層 (0-10cm)及び次層 (10-20cm)の pH は、

H2O 懸濁で 3.8-4.4、KCl で 3.2-3.7 であり、プロット間の差は小さく表層の方が次層より
も 0.3 程度低かった。また、法道寺と天野山を比較すると、表層次層ともに 0.2 程度天野
山の方が低かった。交換性陽イオンは同一プロット内のバラツキは大きいものの、両地点

とも表層の方が次層よりも高濃度であった。2001 年の結果と比較してみると、各イオンと
も法道寺ではやや高め天野山ではやや低めであった。交換性酸度等についても表層の方が

次層よりも高かった。硫酸塩は表層よりも次層の方が高く、両層共に天野山の方が高かっ

た。全炭素及び全窒素は土壌試料中に混入する植物体が多い表層の方が次層よりも高くサ

ブプロットによる差も大きかった。両地点とも低 pH 土壌であり、交換性 Al も高いことか
ら、モニタリングによる長期傾向の把握に努めることが土壌・植生への影響を評価する上

で重要と考える。  
第１表 土壌の化学分析結果（平均値）  

Ca Mg K Na (A) Al H (A)+(B)
(wt%) H2O KCl (mg kg-1)

表層 3.4 3.9 3.2 0.16 0.24 0.13 0.07 9.2 7.9 1.4 9.8 47 59 2.7

次層 2.4 4.2 3.6 0.04 0.10 0.08 0.07 8.0 7.3 0.8 8.3 69 15 0.8

表層 3.0 3.8 3.2 0.26 0.30 0.17 0.09 9.5 8.4 1.1 10.3 39 62 3.3

次層 2.1 4.1 3.4 0.10 0.16 0.11 0.08 8.3 7.7 0.7 8.7 61 21 2.7

表層 3.9 4.0 3.2 0.30 0.28 0.16 0.06 9.3 8.0 1.4 10.1 68 57 2.8

次層 3.0 4.4 3.7 0.05 0.07 0.10 0.03 6.5 6.0 0.6 6.8 120 13 0.7

表層 3.3 4.0 3.4 0.16 0.15 0.16 0.03 9.3 8.2 1.1 9.7 86 47 3.7

次層 2.8 4.3 3.7 0.05 0.07 0.11 0.02 6.9 6.3 0.6 7.1 169 16 2.2
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